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　昨年12月、厚生労働省はひとり親世帯への
調査結果をまとめた。児童扶養手当を受給し
ている世帯のうち、過去１年に家族が必要な
食料を買えなかったことは21.1％が、衣類を
買えなかったことは26.7％があったと答えた。

　安倍首相は「子どもの相対的貧困率は大き
く改善した」と言い張るが、厳しい実態が明
らかに…。最低賃金の大幅な引き上げ、社会
保障制度の充実、教育費負担の軽減など、総
合的な政策が求められている。

　

「
福
祉
の
仕
事

は
限
度
を
設
定
し

に
く
い
労
働
」。

先
日
お
こ
な
わ
れ

た
高
齢
種
別
全
国

交
流
集
会
で
の
講

師
の
言
葉
で
す
。
つ
ま
り
、

「
利
用
者
の
た
め
、
子
ど
も
の

た
め
に
ど
こ
ま
で
も
が
ん
ば
り

つ
づ
け
て
し
ま
う
仕
事
」。
思

え
ば
保
育
現
場
で
働
い
て
い
た

時
も
、「
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
」
と
身
を
削
り
心
を
砕
い
て

毎
日
を
過
ご
し
て
い
た
。
そ
れ

が
「
当
た
り
前
」
に
な
っ
て
い

た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。
講

師
は
「
そ
れ
で
無
理
を
し
て
、

自
分
が
壊
れ
て
し
ま
っ
て
は
意

味
が
な
い
」
と
も
語
っ
た
。
よ

り
よ
い
も
の
を
め
ざ
し
て
い
く

こ
と
は
大
切
だ
が
、
そ
れ
が
負

担
と
な
り
、
自
分
が
壊
れ
て
し

ま
う
。
そ
の
結
果
、
自
分
の
人

生
す
ら
壊
し
て
し
ま
う
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら

労
働
安
全
衛
生
が
大
切
に
な
っ

て
く
る
。
そ
の
こ
と
に
気
づ
く

こ
と
が
で
き
る
の
も
、
労
働
組

合
に
か
か
わ
っ
て
い
る
か
ら
だ

と
、
あ
ら
た
め
て
痛
感
す
る
。

福
祉
労
働
者
が
毎
日
笑
顔
で
過

ご
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
明
る

い
未
来
が
見
通
せ
る
よ
う
に
、

福
祉
保
育
労
を
強
く
大
き
く
し

て
い
こ
う
。 

（
加
藤
）

高宮信一･作

ひとり親世帯の21％が食料を、27％が衣服を買えず

「福祉の神」で今年も繁盛

福祉職場福祉職場のの大幅な増員大幅な増員
賃金改善賃金改善はは待ったなし！待ったなし！

17春闘要求アンケート中間集計

2016年12月15日、秋から５回目の京都地本・署名宣伝行動
山科駅前で寒さに負けず、処遇改善の必要性を元気にアピール！

る
見
通
し
も
あ
り
ま
せ
ん
。

要
求
提
出
す
す
め

要
求
提
出
す
す
め

政
府
に
実
現
迫
ろ
う

政
府
に
実
現
迫
ろ
う

　

１
月
21
・
22
日
に
開
催
す

る
第
53
回
中
央
委
員
会
で
春

闘
方
針
と
統
一
要
求
を
決
定

し
ま
す
。
切
実
な
実
態
と
要

求
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
な

か
、
要
求
を
抑
制
せ
ず
に
す

べ
て
の
分
会
で
統
一
要
求
・

独
自
要
求
の
提
出
と
団
体
交

渉
を
お
こ
な
う
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

あ
わ
せ
て
、「
大
幅
増
員

・
賃
金
改
善
」「
戦
争
法
廃

止
・
憲
法
改
悪
阻
止
」
を
政

府
に
迫
り
ま
し
ょ
う
。
署
名

や
宣
伝
、
対
話
を
広
げ
な
が

ら
、
３
月
16
日
の
「
ス
ト
権

行
使
を
含
む
全
国
一
斉
行

動
」
で
は
、
で
き
る
こ
と
を

や
り
き
り
ま
し
ょ
う
。

の
調
査
で
も
月
額
30
万
円
を

こ
え
て
い
ま
す
。
休
憩
・
休

暇
を
と
り
、
不
払
い
労
働
を

な
く
し
、
よ
り
よ
い
仕
事
を

実
現
し
て
い
く
た
め
の
大
幅

な
増
員
と
賃
金
の
改
善
は
待

っ
た
な
し
で
す
。

わ
ず
か
な
賃
金
改
善
策

わ
ず
か
な
賃
金
改
善
策

職
員
の
増
員
は
ナ
シ

職
員
の
増
員
は
ナ
シ

　

と
こ
ろ
が
、
政
府
が
来
年

度
か
ら
実
施
予
定
の
処
遇
改

善
策
は
、
介
護
職
場
で
は
月

額
１
万
円
の
引
き
上
げ
で
、

介
護
職
以
外
の
職
員
は
対
象

に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま

た
、
保
育
士
に
は
月
額
６
０

０
０
円
の
引
き
上
げ
の
ほ
か

は
、
副
主
任
等
の
役
職
に
限

定
し
た
加
算
に
と
ど
ま
る
見

込
み
で
す
。
全
産
業
平
均
と

の
賃
金
格
差
を
解
消
す
る
も

の
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
職
員

を
増
員
す
る
政
策
を
実
施
す

9494
％
が
や
り
が
い
を

％
が
や
り
が
い
を

感
じ
る
も

感
じ
る
も

７
割
近
く
が「
や
め
た
い
」

７
割
近
く
が「
や
め
た
い
」

　

今
の
仕
事
に
つ
い
て
は
、

「
と
て
も
や
り
が
い
が
あ

る
」
23
・
５
％
、「
や
り
が

い
が
あ
る
」
70
・
０
％
と
、

93
・
５
％
の
人
が
や
り
が
い

を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、「
仕
事
を
や
め

た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
」
の
問
い
に
は
、

「
い
つ
も
思
っ
て
い
る
」
９

・
８
％
、「
時
々
思
う
」
58

・
５
％
を
あ
わ
せ
る
と
、
68

・
３
％
と
な
り
ま
し
た
。
昨

年
よ
り
１
・
６
ポ
イ
ン
ト
も

悪
化
し
、
ギ
リ
ギ
リ
の
状
態

が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
ま

す
。

　

平
均
の
基
本
給
は
、
正
規

職
員
22
万
１
７
３
０
円
、
非

正
規
職
員
（
月
給
制
）
16
万

５
４
９
５
円
、
非
正
規
職
員

の
平
均
時
給
は
９
４
５
円
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
全
産

業
の
平
均
賃
金
（
超
過
勤
務

手
当
な
ど
毎
月
変
動
す
る
も

の
を
除
く
）
は
厚
生
労
働
省

　

「
仕
事
や
職
場
に
つ
い
て

の
不
満
や
不
安
」（
３
つ
ま

で
）
で
は
、「
賃
金
が
安

い
」
が
71
・
３
％
と
ト
ッ
プ

で
、「
人
手
が
足
り
な
い
」

は
41
・
７
％
、「
休
暇
が
取

れ
な
い
」
が
31
・
２
％
と
続

き
ま
し
た
。
低
賃
金
の
上

に
、
人
手
が
足
り
ず
に
重
労

働
で
休
み
に
く
い
実
態
が
あ

ら
た
め
て
明
ら
か
に
な
っ
て

い
ま
す
。

春
闘
要
求
の
平
均
額
は

春
闘
要
求
の
平
均
額
は

３
万
円
超
に

３
万
円
超
に

　

「
２
０
１
７
年
春
闘
で
月

額
い
く
ら
の
賃
上
げ
を
要
求

し
ま
す
か
」（
正
規
職
員
）

で
は
、
昨
年
の
最
終
結
果
２

万
５
０
５
６
円
を
６
０
０
０

円
以
上
も
上
回
る
３
万
１
１

７
７
円
と
な
り
、
こ
こ
８
年

で
も
っ
と
も
高
い
水
準
と
な

り
ま
し
た
。
大
幅
な
賃
金
改

善
を
求
め
る
声
が
切
実
な
要

求
と
し
て
高
ま
っ
て
い
ま

す
。

要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
で
深
刻
な
実
態
が
浮
き
彫
り
に

要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
で
深
刻
な
実
態
が
浮
き
彫
り
に

　

福
祉
保
育
労
で
は
17
春
闘
に
む
け
て
、
昨
年
９
月
か
ら
「
福

祉
に
働
く
み
ん
な
の
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
と
り
く
ん
で
い
ま

す
。
一
人
ひ
と
り
の
生
活
や
仕
事
の
実
態
、
要
求
、
声
を
集

め
、
春
闘
に
反
映
さ
せ
て
い
く
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
間
集
計
（
11

月
末
回
収
分
ま
で
２
１
７
８
人
）
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
深
刻

な
実
態
と
大
幅
な
処
遇
改
善
の
必
要
性
が
あ
ら
た
め
て
浮
き
彫

り
に
な
り
ま
し
た
。

■「休憩はとれず、会議はあり、持
ち帰り書類が多く、家に帰れば家事
と、寝るまで休む間がない。ヘトヘ
トで体のあちこちが痛んで、年々大
変になってきている。次の朝になっ
ても疲れはとりきれない。気合いで
がんばっているのが現状だ」
 （40代・保育所）
■「労力、責任の割に社会的評価も
賃金も低いため、家庭を持つことへ
の不安が強い。夜勤や宿直業務をす
れば、その分心身に負担をかけるこ
とになるが、わずかでも手当を稼が
なければ、最低限度の生活を保つこ
とができない」 （30代・介護事業所）
■「不安しかない。利用者以下の生
活をしている。心も身体も疲れてい
る。病院代がもったいない。少ない
給料なのでギリギリで生きていかな
ければならない。人間扱いされてな
いと思う。悲しいだけなので給与明
細は見ない」 （20代・障害者施設）

今の仕事について今の仕事について

仕事をやめたいと思ったことは？仕事をやめたいと思ったことは？

94
％
が
や
り
が
い
感
じ
る

７
割
近
く
が「
や
め
た
い
」

やりがいがある
70.0％

今
の
仕
事
が

い
や
だ 

２・

６
％

とてもやりがいが
ある　23.5％

や
り
た
い
こ
と

と
違
っ
た 

３
・
９
％

や
り
た
い
こ
と

と
違
っ
た 

３
・
９
％

時々思う
58.5％

あまり思わない
25.1％
あまり思わない
25.1％

全
く
思
わ
な
い

６
・
６
％

全
く
思
わ
な
い

６
・
６
％

いつも
思っている
9.8％

アンケートに寄せられた声からアンケートに寄せられた声から

「
賃
金
が
安
い
」

「
賃
金
が
安
い
」

「
人
手
が
足
り
な
い
」…

「
人
手
が
足
り
な
い
」…
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●21日(土）～22日（日）　第53回中央委員会（東京）
１月

●16日（木）　福祉保育労全国一斉行動
３月

　

「
17
春
闘　

福
祉
に
働

く
み
ん
な
の
要
求
ア
ン
ケ

ー
ト
」
の
中
間
集
計
で
、

仕
事
や
職
場
に
つ
い
て
の

不
満
は
「
賃
金
が
安
い
」

が
１
位
と
な
り
、
他
を
引

き
離
し
て
70
％
を
超
え

た
。
ま
た
、
春
闘
で
の
賃

上
げ
要
求
額
は
３
万
円
を

超
え
、
過
去
８
年
で
最
も

高
い
水
準
に
な
っ
た
。
賃

金
だ
け
が
専
門
性
を
保
障

す
る
指
標
で
は
な
い
が
、

こ
の
現
実
を
ど
の
よ
う
に

考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。

　

今
や
福
祉
労
働
者
の
賃

金
が
全
産
業
平
均
に
比
べ

て
月
額
10
万
円
も
低
い
こ

と
は
、
社
会
的
に
も
明
ら

か
に
な
っ
て
お
り
、
政
府

も
そ
の
問
題
を
認
め
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
て
い
る
。

安
倍
首
相
も
「
ニ
ッ
ポ
ン

一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」
に

お
い
て
、
不
十
分
な
が
ら

も
保
育
士
に
は
月
６
０
０

０
円
、
介
護
職
に
は
１
万

円
な
ど
の
処
遇
改
善
策
を

打
ち
出
し
た
。
そ
の
よ
う

な
な
か
で
、
私
た
ち
福
祉

労
働
者
が
主
体
的
に
声
を

上
げ
、
運
動
を
継
続
し
て

い
く
こ
と
が
極
め
て
重
要

に
な
っ
て
い
る
。

　

福
祉
保
育
労
は
、
17
春

闘
の
山
場
の
３
月
16
日
に

「
ス
ト
ラ
イ
キ
を
含
む
全

国
一
斉
行
動
」
を
よ
び
か

け
て
い
る
。
春
闘
の
集
中

回
答
日
の
翌
日
に
全
労
連

は
、
三
つ
の
課
題
〔
①
す

べ
て
の
働
く
人
々
の
大
幅

賃
上
げ
・
底
上
げ
、
ま
と

も
に
暮
ら
せ
る
最
低
賃
金

の
実
現
、
②
「
ア
ベ
働
き

方
改
革
」
反
対
、
真
の
格

差
是
正
・
均
等
待
遇
と
労

働
時
間
の
上
限
規
制
の
実

現
、
③
安
保
法
制
（
戦
争

法
）
廃
止
、
９
条
は
じ
め

改
憲
・
戦
争
す
る
国
づ
く

り
反
対
〕
を
掲
げ
、
多
く

の
労
働
組
合
が
ス
ト
で
の

決
起
や
宣
伝
、
集
会
、
デ

モ
を
予
定
し
て
い
る
。

　

福
祉
保
育
労
と
し
て
初

め
て
全
国
的
な
規
模
で
、

ス
ト
権
の
確
立
と
行
使
の

討
議
が
す
す
め
ら
れ
て
い

る
。
要
求
の
柱
は
「
大
幅

増
員
・
大
幅
賃
上
げ
」と

「
平
和
と
民
主
主
義
を
守

る
」
こ
と
で
、
そ
の
実
現

に
は
一
人
ひ
と
り
の
組
合

員
の
力
を
集
め
、
理
解
と

共
同
を
こ
れ
ま
で
に
な
く

す
す
め
る
こ
と
が
不
可
欠

だ
。

　

17
春
闘
は
本
気
の
た
た

か
い
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

北海道　深谷　正史さん
札幌明啓院分会（救護施設）
北海道地本執行委員長

埼玉　小寺　直人さん
みぬま福祉会分会（障害者施設）

千葉　座本　千帆さん
妙典保育園分会（保育所）

京都　株根　美穂さん
京都府視覚障害者協会分会
（視覚障害者団体）

福井　大橋　達哉さん
ハスの実の家分会（障害者施設）

和歌山　澤田　淳さん
作業所分会（障害者施設）

岡山　吉岡　真紀さん
岡山協立保育園分会（保育所）

香川　渡辺　優里さん
こぶし今里分会（保育所）

広島　鵜川　雅人さん　太田川学園分会（障害者施設）

中
央
執
行
委
員
長　

多
久
和　

令
一
さ
ん

大
阪
地
本
執
行
委
員
長

山
形　

武
田　

拓
也
さ
ん

山
形
分
会
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

奈
良　

富
永　

朋
亜
さ
ん

み
の
り
保
育
園
分
会
（
保
育
所
）

大
阪　

藤
本 

実
花
さ
ん

ど
ろ
ん
こ
保
育
園
分
会
（
保
育
所
）

福
岡　

堤　

円
香
さ
ん

若
竹
分
会
（
保
育
所
）

福
岡　

茅
島　

杏
奈
さ
ん

ま
つ
ぼ
っ
く
り
分
会
（
保
育
所
）

17
春
闘
で
大
幅
増
員
・
大
幅
賃
上
げ
を

　
　
　
　
　
　
　

 　

本
気
で
勝
ち
取
ろ
う

　記念講演の講師は、障害者自立支援法違憲訴訟弁護団
の事務局長などとして奔走されてきた藤岡毅弁護士。憲
法や障害者権利条約、総合支援法、訴訟団が政府と交わ
した基本合意、権利保障の実態と政府の政策をめぐる動
向と課題を話していただきました。その後、「働きつづ
けられる職場づくり」など４つの分科会でレポート報告
・意見交換をすすめました。
　東京を中心に全国から99人が参加し、「権利条約がこ
れまで以上に理解できた。基本合意を武器にたたかう意
義もわかりやすかった」などの感想も寄せられ、今後の
運動につながる集会となりました。

11月26・27日　東京

第22回障害福祉職場に働く職員の全国交流集会＆
 第14回全国重症心身障害児者療育研究集会

2017年の春闘方針や

統一要求などを

話し合って決める

会議ピヨ！

大幅増員・賃金改善、

戦争法廃止・

憲法改悪阻止に

ストを含めてみんなで

立ち上がる日だちゅん！

　福祉職場で働く私たちの賃金・労働条件の厳しさとそ
の改善の必要性がかつてなく注目された2016年が終わ
り、2017年が幕を開けました。理解と共感をさらに広
げ、大幅な職員の増員と賃金の改善を実現する年です。
今年の決意を示すチャレンジメッセージを寄せてもらい
ました。みなさんはどんなチャレンジを掲げますか？

中労委命令取消訴訟、札幌高
裁訴訟、北海道労働委員会不
当労働行為救済申立、３つの

たたかいで勝つ！

まずは自分の働く環境を知
り、当事者意識をもって、
組合活動に参加したい。

福祉の明るい未来を担
える力を職場の仲間と
共に身につけていきた
いと思います。

私たち保育士にとっての働き
やすい職場とは、子どもたち
の過ごしやすい保育園とも言
えます。健康で明るく働ける
職場づくりをめざします！

「やりがいはあるけれど続けら
れない」という思いで去ってし
まう福祉労働者をこれ以上増や

したくはありません。

利用者の方としっかり向
き合い、現場で働く職員
の方々と協力しながら、
よりよい支援ができたら
と考えています。

保育の勉強はもちろん、
保育情勢についてもよく
学び、子どもたちがより
よい環境で過ごせるよう

にしたい。

視覚障害支部（仮称）
の立ち上げで、京都の
未組織の視覚障害関係
職場の人たちとつなが
り、仕事の悩みなどを

共有したい。

保育・福祉をとりまく状況が
厳しくなるなか、子どもにと
って一番の保育ができるよう
にみんなで力を合わせて伝え

ていこう!!

学ぶことをつづけて
いき、仲間とともに
行動していきたい。

笑顔で働けるように、
組合や分会の仲間と手
を取り合って働く環境
や処遇をよりよくして

いきたい。

10年後、20年後も安心して
働ける職場、暮らせる国を
めざして、仲間を増やして
がんばっていこう!!

憲法を守ること、福祉労働
者の処遇を大幅に改善する
ことは、国民が切望してい
ます。今こそ私たちがこの
声を大きく広げる時です。

保育士として働きつづけていく
ために、給料のアップを！休暇
もしっかり取れるように！

みんなのみんなの

チャレンジチャレンジ
20172017年年

メッセージメッセージ
CHALLENGE M

ESSAGE

子どもたちがよりよい
環境で生活できるよう
に、私たち保育士や福
祉労働者が力を合わせ
ていきましょう。

今
年
は

ト
リ
年
だ
ピ
ヨ

掲
げ
た
か
ら
に
は

や
る
ん
だ
ゼ
！

一
人
じ
ゃ
で
き
な
い

組
合
ら
し
い

チ
ャ
レ
ン
ジ
だ
ピ
ヨ

力
を
あ
わ
せ
て

が
ん
ば
る
ち
ゅ
ん
！

勝ちトリつづける
年なのサ

み
ん
な
も

掲
げ
る
ん
じ
ゃ
よ
！

●22日（日）　第３回全国闘争委員会（東京）

ヨ

よ
！
よよ

北海

！

「協力」には
「力」がたくさん
入ってるちゅん！



④福祉のなかま

Myメッセージ

伝えたい！

Myメッセージ

力
伝えたえい
組合の

チカラ

第305号 2017年１月号

給食室で働く職員の専門性が
認められるように
東海地本・くまえのまえ分会　鶴田　早紀さん

　2016年11月号の「伝えたい組合の力」を読
んで、給食室も子どもの成長をともに支えて
いく仕事であり、同じ保育者として給食室で
働く職員の専門性が認められるようにがんば
っていきたいと思いました。

保育園栄養士の役割や
日々の仕事を振り返って

京都地本・蜂ヶ岡分会　溝上　歩さん

　栄養士として働くなかで「伝えたい組合の
力」を読み、栄養士さんが賃金等級の引き上
げを勝ち取られたことを知り、勇気をもらい
ました。保育園栄養士が社会的にどういう役
割を果たしているのかを、日々の仕事をきち
んと文章化し、振り返ることも大事だと毎日
がんばっています。

月10万円の賃金格差の解消にむけて
現場の私たちがもっと声を

滋賀支部・学童保育分会　西山　一美さん

　保育・福祉の給料が低いことは知っていた
けど、ほかの産業と比べて月額10万円もの差
があることに驚きました。なり手の少ない職
業なのに需要はあるので、もっと現場の私た
ちから声をあげて、たくさんの人に知っても
らわないとだめだなぁと思いました。

団体交渉で新人職員の発言が
相次いで
大阪地本・さつき福祉会分会　伊藤　洋子さん

　12月６日に今年度の団体交渉がおこなわれ
ました。70人以上の組合員が参加し、特に新
人職員からの発言が多くあり、切実な現場の
声を法人側に届けました。いくつか成果もあ
り、終えることができました。
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っ
と
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溝
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京
都
地
本
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蜂
ヶ
岡
分
会
）

　答えと「福祉のなかま」の気になった記事の感
想、近況などを添えて、ハガキかＦＡＸ、メール
で送付ください（地方組織・分会、氏名、住所明
記）。紙面やホームページ等に掲載させていただ
くことがありますので、ご了承ください。
締切▶２月15日
発表▶2017年３月号
賞品▶正解者の中から３人の方に
　　　図書カード（1000円）進呈
宛先▶「福祉のなかま」編集部

　

川
崎
市
に
あ
る
高
齢
福
祉

職
場
「
緑
陽
苑
」
の
分
会
長

を
つ
と
め
て
い
る
佐
藤
さ
ん

は
、
市
民
運
動
で
で
き
た
法

人
・
施
設
で
の
仕
事
に
や
り

が
い
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
現
理
事
長
が
６

年
前
に
就
任
し
て
、
職
場
の

様
子
は
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
っ
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し
ま
い
ま
し
た
。

　

「
現
場
を
無
視
し
た
や
り

方
」が
押
し
つ
け
ら
れ
、モ
ノ

を
言
う
職
員
は
、
理
事
や
管

理
者
を
含
め
て
排
除
さ
れ
、

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
支

援
者
も
施
設
内
の
立
ち
入
り

も
拒
否
さ
れ
て
い
ま
す
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前
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事
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事
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生
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不
当
労
働
行
為
に
、
佐
藤

さ
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県
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奈
川
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中
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東
京
地
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東
京
高
裁
と
争

議
を
た
た
か
い
、
昨
年
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裁
で
全
面
的
勝
利

判
決
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
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し
か
し
、
理
事
長
は
新
た

な
言
い
が
か
り
を
つ
け
、
５

月
か
ら
佐
藤
さ
ん
を
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勤
停

止
と
し
、
確
定
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に
従
わ
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に
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れ
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対
し
、

あ
ら
た
め
て
県
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委
に
不
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労
働
行
為
救
済
を
申
し
立
て

ま
し
た
。
川
崎
労
連
・
神
奈

川
労
連
の
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援
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う
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域
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係
者
に
も
理
解
を
広

げ
、
た
た
か
い
つ
づ
け
て
い

ま
す
。（
構
成
：
編
集
部
）

紙面を読んで

神奈川県本部・緑陽苑分会　生活相談員

あきらめず訴え
続けることで　 必ず展望は開ける佐

さ

藤
とう

　正
まさ

樹
き

さん

　

「
緑
陽
苑
」
で
働
き
始
め
て

も
う
す
ぐ
19
年
。
２
０
０
９
年

９
月
か
ら
神
奈
川
県
本
部
執
行

委
員
長
。趣
味
は
ア
ウ
ト
ド
ア
。

「子どもと接する人にオススメ」

ワンコイン共済ワンコイン共済

　「病院に行ける」「とりま歯医者だ
な…」「モヤシ以外の野菜も買おうか
な」「カレーに肉の塊が入るかな」…。
　「最低賃金1500円になったら」とい
うツイッターの問いかけにこたえた人
々の声です。問いかけたのは、労働問
題を軸に不公正の是正を訴えて行動し
ているエキタスの若者たち。
　「長時間働かなくてよくなる」「一
人暮らしできる」「奨学金を返済でき
る」「離婚ができる」という声も。ま
さに賃金の額は健康の問題であり、経
済的従属からの自由の問題です。

　福祉保育労の処遇改善の署名は、
「休憩・休暇がとれる人員増」、「時給
を1500円以上」を含む「大幅賃上げ」
を求めています。処遇改善の署名です
が、まさに「健康に人間らしく生きて
いくため」の署名です。

　共済で助け合うことと、大幅賃上げ
をめざす17春闘をたたかうこと、その
ために組合員を増やすことも同様で
す。すべての職場で、健康の心配、暮
らしの心配を率直に出し合う、豊かな
春闘論議をおこなうことを、共済会か
らもよびかけます。

「まず病院へ行く…」「まず病院へ行く…」インフルエンザで休みました
給付金をもらうには？
　インフルエンザで５日間仕事を休みました。
ワンコイン共済に入っています。給付金をもら
うには、どんな書類が必要ですか?

Q.
　①給付請求書（用紙は福祉保育労のHPから
ダウンロードできます）、②休業証明書（同）、
③診断書（職場に提出したものコピー可）、の

３種類の書類が必要です。
　また、休業期間が短期間のために診断書をもらってい
ない場合等は、本部共済会にお問い合わせください。
　※ インフルエンザや風疹等の伝染性の疾患で出勤停止

となった場合は「り患証明書や治癒証明、または治
療状況報告書+通院の領収書のコピー」で代用でき
る場合もありますので、ご相談ください。

A.

2015年度の還元金について
　前年度に剰余金が発生した場合は、毎年
３月15日に還元金を送金しています。
　2015年度の共済会会計は単年度収支がマ
イナスのため、還元金の送金はありませ
ん。未処分利益は、全額を次期に繰り越
し、加入促進や業務強化に積極的に役立て
ます。

　昨年度末にインフルエンザにかかってしまい、仕事
を５日間（月～金）休みました。
　少し前に“インフルエンザの休業でも共済の給付金
が出る”という話を、組合の全体会で聞いていたの
で、調べて請求させていただきました。
　ワンコイン共済と医療共済７口に入っていたので、
12,500円給付してもらえました。「病気や入院
するほどのケガはせぇへんしな～」と思っ
ていたのですが、入っててよかったです。
　掛金も安いので、続けやすいです。
職業柄、子どもと接する人たちは、
インフルエンザにかかる危険が大き
いので、オススメです。

⎛ ⎞
⎝ ⎠
滋賀支部・学童保育分会
 　島田　茜さん
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